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第 146号 (2)らんこし社協だより

新

年

度

に
あ

た

り

社
会
福
祉
法
人

蘭
越

町
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

　

難

波

　

修

二

春
陽
の
候
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

き
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
以
降
の
物
価
上
昇
や
人
手
不
足
な
ど
大
き
な

社
会
変
化
に
よ
り
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
ま
で
が
影
響
を
受
け
、
そ
ん
な
中
で
日
常

生
活
は
ほ
ぼ
元
通
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
感
染
対
策
に
配
慮
し
な
が
ら

多
く
の
関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
事
業
や
会
議
等
を
計
画
ど
お
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
協
議
会
で
は
、
第
６
期
地
域
福
祉
実
践
計
画
の
２
年
目
を
迎
え
る
中
、
本
年

も
町
と
の
連
携
を

一
層
強
化
し
計
画
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
計
画
は
、
３
年
後

に

一
度
見
直
を
し
て
変
化
す
る
福
祉
施
策
に
対
応
し
、
特
に
外
出
機
会
や
人
と
の

つ
な
が
り
を

つ
く
る
た
め
、
地
域
で
の
身
近
な
交
流
や
見
守
り

・
支
え
合
い

・
生

き
が
い
づ
く
り
活
動
を
今
ま
で
以
上
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ま
た
、
全
道
各
地
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
集
す
る
研
修
会
が
倶
知
安
町
で
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ヘ
の
理
解
を
深
め
、
更
な
る
活

動
に
つ
な
が
る
１
年
と
な
る
よ
う
事
業
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、　
一
人
ひ
と
り
の
福
祉

ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
を
心
掛
け
、
地
域

福
祉

の
中
核
団
体
と
し
て
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
ふ
れ
あ
い
、
助
け
合
い

の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

新
規
事
業
と
し
て
は
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
生
活
上
の

困
難
に
直
面
し
て
い
る
緊
急
性
を
要
す
る
方

々
の
支
援
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

今
年
度
も
地
域
福
祉

の
充
実
に
向
け
町
民
皆
様

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
町
を

は
じ
め
関
係
機
関
、
福
祉
団
体
と
連
携
し
、
役
職
員
が

一
丸
と
な

っ
て
計
画
し
て

い
る
諸
事
業

の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
度
に
あ
た

っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新

年

度

に

向

け

て

蘭
越
町
長
　
金
　
秀

行

月
日
の
経

つ
の
は
、
本
当
に
早
い
も
の
で
、
令
和
７
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
、
４
月
は
学
校
の
新
学
期
や
多
く
の
会
社
で
は
入
社
式
を
迎
え
、
入
学
、
進
学
、

就
職
等
、
新
た
な
門
出
を
祝
う
時
期
で
す
。

さ
て
、
最
近
で
は
物
価
高
騰
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
影
響
を
及
ば
し
、
日
々
の

生
活
費
の
負
担
が
増
し
て
お
り
、
経
済
的
に
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
中
、

福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
を
、
高
齢
に
な

っ

て
も
、
障
が
い
が
あ

っ
て
も
、
尊
厳
を
も

っ
て
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で

き
る
場
と
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
の

「支
え
手
」
や

「受
け
手
」
と
い

っ
た
関
係

を
超
え
て
、
人
と
人
、
人
と
資
源
が
世
代
や
分
野
を
超
え
て
つ
な
が
る

「共
生
社
会
」

を
目
指
し
、
個
人

の

「自
立
」
を
支
え
る

「共
助
と
公
助
」

の
充
実
に
努
め
、
互

助
や
共
助
の
推
進
主
体
で
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
と

一
層
の
連
携
を
図
り
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
医
療

の
充
実
と
健
康
づ
く
り
の
推
進
に

つ
い
て
、
第
１
次
医
療

の

拠
点
と
な
る

「蘭
越
診
療
所
」
で
は
、
町
民
の

「
い
の
ち
」
を
守
り
続
け
る
医
療

機
関
と
し
て
、
持
続
可
能
な
診
療
体
制
の
構
築
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
齢
者

の
異
変
を
す
ぐ
に
気
づ
い
て
あ
げ
ら
れ
る
新
た
な
高
齢
者

の

孤
独
死

（見
回
り
）
対
策
と
し
て
、
「高
齢
者
等
見
守
リ
シ
ス
テ
ム
機
器
購
入
費
助

成
事
業
」
を
実
施
し
、
お

一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
高
齢
者
を
見
守
る
た
め
の
機
器

の
購
入
費
や
設
置
費
用
等
を
助
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。
高
齢
者

の
ご
家
族
が
遠
方

か
ら
見
守
る
こ
と
が
出
来
る
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
本
人
や
高

齢
者
の
ご
家
族
の
安
心
に
も
繋
が
る
こ
と
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
社
会
福
祉

の
向
上
に
献
身
的
な
ご
努
力
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
社
会

福
祉
協
議
会

の
役
員

・
会
員

・
職
員

の
皆
さ
ん
、
各
関
係
団
体

の
皆
さ
ん
に
心
か

ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
蘭
越
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
ま
す
ま
す
充
実
発

展
さ
れ
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
度
に
あ
た

っ
て
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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令
和
７
年
度
事
業
実
施
に
む
け
て

基
本
方
針

社
会
福
祉
法
人
蘭
越
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
住
民
主
体

の
理
念
に
立
ち
、
住

民
や
地
域
の
関
係
者
と
、
「と
も
に
生
き
る
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
」
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
活
動

の
実
績
を
踏
ま
え
、　
一
層
の
地
域
福
祉

の
充
実

を
目
指
し
、
誰
も
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
人
と
人
と
が

つ
な
が
り
を
も
ち
な
が
ら

生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
包
摂
的
な
地
域
社
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
一開
越
町
及
び
そ
の
他
関
係
す
る
団
体
が

一
丸
と
な

っ
て
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
）^

今
ま
で
の
取
り
組
み
や
地
域
福
祉
の
お
い
て
果
た
し
て
き
た
役
割
な
ど
を
整
理

し
、
組
織
体
制

の
強
化

・
充
実
に
努
め
、
公
共
性

・
公
益
性

の
高
い
非
営
利
団
体

と
し
て
の
特
性
を
生
か
し
、
広
く
住
民
や
地
域

の
福
祉

ニ
ー
ズ

の
把
握
に
努
め
、

そ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す

）^

第
４
次
蘭
越
町
地
域
福
祉
計
画
及
び
第
６
期
地
域
福
祉
実
践
計
画
が
２
年
目
を

む
か
え
、
役
員
や
関
係
機
関
、
福
祉
団
体
と
と
も
に
連
携
し
、

こ
の
双
方

の
計
画

が
円
滑
か

つ
柔
軟
に
推
進
す
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
等
の
支
援
を
図
る
た
め
、
「夕
食
弁
当

支
援
」
響
同
齢
者
優
待
制
度
事
業
」
「福
祉
有
償
運
送
事
業
」
「買
い
物
支
援
事
業
」

な
ど
の
安
定
的
な
運
営
に
努
め
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
始
め
る

フ
ー
ド
バ
ン
ク
事

業

の
周
知
を
図
り
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。更
に
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
及
び
法
人
後
見
受
任
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
と
併
せ
て
、
利
用
者

へ
の
支
援
、
更
な
る
充
実

・
強
化

を
図
り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

蘭
越
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
セ
ン

タ
ー
設
置
３０
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
記
念
誌
を
作
成
し
、
加
入
す
る
団
体
、
グ
ル
ー

プ
を
中
心
に
配
付
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
活
動
す
る
人
材
の
発
掘

・

養
成
に
努
め
、
多
様
な
研
修
や
講
座

の
企
画
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
及

び
活
動
者
が
地
域
で
実
践
で
き
る
場
を
開
拓

・
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
災

）

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
備
品
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
住
民
と
調
整
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

更
に
住
民
の
移
動
を
確
保
す
る
公
共
交
通
に

つ
い
て
は
、
町
を
中
心
と
し
た
公

共
交
通
会
議
の
内
容
や
関
係
機
関
の
動
向
を
見
な
が
ら
当
協
議
会
で
対
応
可
能
な

移
動
支
援
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
、
ニ
ー

ズ
や
課
題
を
的
確
に
と
ら
え
、
豊
か
な
自
然
と
共
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
確
か

な
福
祉

の
構
築
を
念
頭
に
お
き
、
町

・
関
係
機
関
な
ど
と
協
働
に
よ
り
地
域
住
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
を
目
指
し
、
役
職
員

一
同
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

特
に
次
の
４

つ
の
項
目
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

重
点
目
標

１
．
当
協
議
会
は
、
町
民
・地
域
団
体
や
組
織
等
と
の
参
画
と
協
働
を
基
本
と
し
て
、

地
域

ニ
ー
ズ

（生
活
課
題
）

へ
の
支
援
の
取
組
や
、
在
宅
福
祉
事
業
等
の
生

活
を
支
援
す
る
取
組
を
展
開
し
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
誰
も
が
安
全

・
安
心
な

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

町
民
の
地
域
福
祉
活
動

へ
の
支
援
を
進
め
ま
す
。

２
．
当
協
議
会
は
、
非
営
利
性
の
地
域
活
動
の
中
核
的
民
間
団
体
と
し
て
、
低
所

得
者
や
制
度
の
谷
間
に
あ
る
町
民
の
福
祉

ニ
ー
ズ

ヘ
の
対
応

・
支
援
に
重
点

を
置
き
、
効
果
的
か

つ
効
率
的
な
事
業
運
営
に
努
め
ま
す
。

３
．
当
協
議
会
は
、
活
動
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
組
織
の
活
性
化
を

図
り
、
情
報
の
共
有
の
も
と
に
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
福
祉
活
動
の
充
実
に

努
め
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

．
当
協
議
会
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
地

域
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
と
な
る
事
業
を
行
い
、
住
民
同
士
が
結
び

つ
い
た
地
域
社
会
を
作
り
上
げ
る
努
力
を
い

た
し
ま
す
。
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令和7年度
法人全体 資金収支当初予算書
(自 )令不日7年4月 1日  (至)令和8年 3月 31日

法人 :社会福祉法人蘭越町社会福祉協議会 (単位 :円 )

科  目 本年度
予算額

前年度
予算額

比較増減 備‐考
大 1申 月

事
業
活
動

に
よ
る
収
支

収

　

入

会費収人 2,005,000 1,975,000 30,000

寄附金収入 1,300,000 1,400,000 △ 100,000

経常経費補助金収入 31,286,000 29,987,000 1,299,000

受託金収入 2,772,000 2,124,000 648,000

貸付事業収人 200,000 200,000 0

事業収入 874,000 822,000 52,00C

受取利息配当金収入 2,000 2,000 C

その他の収入 18.000 118.000 △  100.00C

事業活動収入計 (1) 38,457,000 36,628,000 1,829,00C

支

　

出

人件費支出 25,211,000 22,745,00C 2,466,000

事業費支出 2,782,000 3,135,00C △ 353,000

事務費支出 6,331,000 6,447,00C △ 116,000

貸付事業支出 300,000 300,00C 0

共同募金配分金事業費支出 3,870,000 3,577,000 293,000

助成金支出 30,000 342,000 △ 312,000

事業活動支出計 (2) 38,524,000 36,546,000 1,978,000 ②支出計

事業活動資金収支差額 (¬ )一 (2)=(3) △ 67,000 82,000 △ 149,000

施

設

整

備

等

備 等 による収 人計 (4) 0 0

こよる又 出計 (5, 0 0 0

]設整 備 等 資金収 支 差 破 (4)― (5)=(6) 0 0 0

そ

の
他
活
動

に
よ

る
収
支

収

入

基金積立資産取崩収入 1,585,000 1,332,000 253,000 ○収入計

積立資産取崩収入 0 0 〔)収 入計

サービス区分問繰入金収入 4,479,000 4,387,000 92.000

その他活動による収入計 (7) 6,064,000 5,719,000 345,000

基金積立資産支出 0 0 0 ●支出計
文

出 積立資産支出 1,458,000 1,354,000 104,000 ●支出計

サービス区分間繰入金支出 4,479,000 4,387,000 92,000

その他活動による支出計 (8) 5,937,000 5,741,000 196,000

その他活動資金収支差額 (7)― (8)=(9) 127,000 △ 22,000 149,000

予備費支出計 (10) 60,000 60,000 0 0支出計
当期資金収支差額合計 (3)+(6)+(9)― (¬ 0)=(11) 0 0 0

Rll期 禾 支 払 資金 残 高 (12) 0 0 0 D収入計
当 期 天 支 TA貧霊 振 呂 (11)十 (12)=(13) 0 0 0

収入合計

支出合計

○○

●⑩

40,042,000 37,960,000

40,042,000 37,960,000 2,082,000

※サービス区分間繰入金(4,479,000円 )は相殺



第 146号 (5) らんこし社協だより

令和7年度社協事業の各会計予算

○法人運営事業 単位 :円

収入科目 予算額 支出科目 予算額 支出説明

補助金 (町

会費

寄附金

受託金 (道社協

受取利息

その他外

その他活動
*補助金 (共募

24,746,000

2,005,000

1,300,000

2,327,000

1,000

18,000

1,485,000

90000

人件費

事業費

事務費

積立資産
サービス区分 i

予備費

23,659,000

550,000

4,653,000

1,392,000

1,658,000

60.000

職員8名分

車両費・燃料費・福祉新聞購買費

消耗品費・交通費・広報費・貸借料・渉外費・保険料

諸会費・雑費・手数料・通信費・福利厚生費外

退職掛金(848千 円)・福利厚生掛金(544千 円)

地域福祉(1,168千円)ホ
｀
ランティアセンター(490千 円)

予備費

収入合計 31,972,00〔 支 出合計 31,972,000

○地域福祉事業
収入科目 予算額 支出科目 予算額 支出説明

補助金 (町 (事業

事業収入

補助金 (町 (共募事

補助金 (共募
その他活動

740,00C

324,00C

l,009,00C

l,482,00C

l,168,00C

事業費

事務費

共募事業費

助成金

1,010,000

386,000

3,297,000

30000

除雪V・シルバカード・施設訪間・フニドバンク

道、後志大会・研修費・会議負担金

歳末助け合い運動・福祉スホ
・―ツ・ふれあいネット

タ食弁当・福祉まつり・児童激励費・子供会助成外

3団体

収入合計 4,723,00C 支出合計 4.723.000

○ボランティアセンター事業
収入科目 予算額 支出科目 予算額 支出説明

補助金 (町

補助金 (共募

その他活動

452,00C

240,00C

490,00C

事業費

事務費

共募事業費

582,000

27,000

573,000

V保険料・活動費・ポイント事業・介護教室・研修会

町ボランティア連助成・学生ワークキャンプ

費用弁償

福祉懇談会・交流会・広報費・学童生徒V事業

収入合計 1 18200C 支出合計 1,182,000

○成年後見事業
収入科目 予算額 支出科目 予算額 支出説明

補助金 (町

受託金 (町

事業収入

30,00C

280,00C

16000C

事業費

事務費

25,000

445,000

燃料費

後見システム料・業務委託費・研修費・保険料

通信費・消耗品費・広報費

収入合計 470,00C 支出合計 47000C

○福祉有償運送事業
収入科目 予算額 支出科目 予算額 支出説明

補助金 (町

事業収入

その他外

2,497,000

390,000

0

人件費

事業費

事務費
その他活動

1,552,000

488,000

781,000

66,000

職員3名分

燃料費・車両経費

保険料・車両リース料・福利厚生費・研修費・事務費

民間福祉共済会掛金3名

収入合計 2.887.000 支出合計 2.887.000

○受託事業
収入科目 予算額 支出科目 予算額 支出説明

受託金 (町

受託金 (道社協

105,000

60,000

事業費

事務費

127,000

38,000

移送・電話・訪間理美・福祉サーヒ
゛
ス利用

事務経費

収入合計 165,000 支出合計 165,000

○愛情銀行事業
収入科目 予算額 支出科目 予算額 支出説明

貸付事業

受取利息

その他活動

200,00C

l,00C

100,00C

貸付事業費

事務費

300,000

1,000

貸付金1名 5万円以内

事務経費

収入合計 301,00C 支出合計 301.000

収支41,700千 円一法人運営事業支出サービス区分間繰入金支出1,658千円=40,042千 円



らんこし社協だより 第 146号 (6)

令和 7年度 主な事業の紹介

重 点事業

・社協第 6期地上或福祉実践計画の取組 (2年目)

・ボランティアセンター 30周年事業 (言己念誌発行)

・北海道ボランティア愛ランド|∩ 後志・倶知安の協力及び参加

・蘭越町社会福祉協議会フードバンク事業の展開

※フー ドバンク事業とは、緊急性を要する一時的に生活上の困難に直面してい

る世帯の支援として、自立した生活が送れるよう相談支援を行いかつ保管し

ている食料品を無償で提供する事業です。

食料品は、1人 1回あたり 1日～ 5日分相当の量を提供し、種類は米及び

保存食等とします。

・第 20回記念らんこし福祉まつりの開催

支援 事業

・第 20回記念蘭越町グラウンド・ ゴルフ秋季大会
0後志地区身体障害者福祉協会南後志ブロック研修会 鏑 越会場)

※事 業等 の詳 しい内容 について は

蘭越 町社 会福 祉 協議 会 (57-5203)ま で お 問い合 わせ くだ さい。

日常生活 自立支援事業のご案内

北海道地域福祉生活支援センターの実施する「 日常生活自立支援事業」 (福祉サービス利用

援助事業)では、福祉サービスの利用の手続きや、生活費の管理、年金証書などの大切な書
類の預かりをお手伝いしています。

○ご利用いただけるのは、高齢や障がいにより日常生活の判断に不安のある在宅で生活じ

ている方、在宅で生活する予定の方です。 lly」えば、福祉サービスの利用手続きや生活

費の管理が一人では難しいと思う方など)

○サービスを直接提供するのは、各市町村ごとに登録されている

「生活支援員」です。

01回 (10寺間程度)の利用で、禾」用料金 1,200円 と生活支援
員の交通費実費をいただきます。

〔生活保護を受けている方は、公費で補助されるので無料です〕

書類等の預かりで金融機関の貸金庫などを利用する場合は、費

用の実費をいただきます。

社協では苦情解決申出窓口を設置しております
苦情解決責任者 事務局長 中田潤一
受 付 担 当者 総務係長 日野―也 総務係主査 佐々木脩太
第 三 者 委 員 小貫 孝 (社協監事)中 村まり子 (行政相談員)
*令和 6年度における苦情受付は 0件 となっております。

椰
爾



第 146号 (7) らんこし社協だより

～高 齢者等 生活支援 事業 ～

蘭越町に在住する 65歳以上の高齢者が自立した日常生活を送ることができるよう支援す

ることを目的として、買物支援事業と夕食弁当支援事業を行つています。

この事業は蘭越町からの補助金により、高齢者が安心して暮らすことが出来るまちづくり、

自立した日常生活を送ることが出来るよう、平成 21年 11月から生活支援員を社会福祉協議

会に設置し、蘭越町及び蘭越町社会福祉協議会が共同で取り組んでいる事業です。

(1)買物支援事業 (無料)

○事業内容 日常生活に必要な買物への送迎

○事業の対象者

・高齢者のみの世帯であつて、自宅から商店までの距離が遠く

車を運転できない者、又は距離が近くても電動カート、シリじ

バーカー、杖等の利用者とする

・家族が日中不在となる高齢者 (例 家族と同居し、家族が日中仕事に行つている)
・家族が運転することができない高齢者 (例 家族と同居し、家族は運転できない)
・障害支援区分 1から 6までの判定を受け障害者サービス計画書を作成した者

(2)夕食弁当支援事業

○事業内容 月 2～ 3回、居宅へ訪間じ栄養のバランスのこれた食事の提供を行うと

共に安否確認を行う事業

○事業の対象者

・単身世帯の高齢者

・障害者支援区分 1から 6までの判定を受け障害者サービス計画書を作成した者

○お弁当代 1食 300円 (Aマート蘭越店及び街の茶屋の幕の内弁当)

※ご希望の方には、おかずのみ

の弁当もお届けしています

※お弁当代は、希望に応じて

1～ 6ケ月ごとに請求させ

ていたださます

○配食時間 14時～ 16時

※詳しくは、蘭越町社会福祉協議会

高齢者生活支援員 畑下、福祉係

実 施 月 社 協 夕食弁 当配食予 定

令禾□7年 4月 1日 (火 )。 15日 (火 )

5月 8日 (本 )02o日 (火 )
6月 3日 (火 )017日 (火 )
7月 1日 (火 )015日 (火 )・ 29日 (火 )

8月 12日 (火 )026日 (火 )
9月 9日 (火 )025日 (木 )・ 30日 (火 )

10月 14日 (火 )028日 (火 )
11月 11日 (火 )025日 (火 )
12月 9日 (火 )・ 23日 (火 )

令禾□8年 1月 6日 (火 )020日 (火 )
2月 10日 (水 )・ 24日 (火 )

3月 3日 (火 )017日 (火 )

57-5203

佐で木までご連絡ください。



らんこし社協だより 第 146号 (8)

建協フ7~ソ海
各種大会の成績

第 19回蘭越町グラウンド・ゴルフ冬季交歓大会 (1月 22日・総合体育館)

1位 :板谷セツ子 2位 :笠井静江 3位 :中田充雄
4位 :谷村すみ子 5位 :西岡孝一

第 25回町民スポーツゲー トボール大会 (1月 28日・総合体育館 )

優勝 :松田主将チーム 準優勝 :北口主将チーム

第 33回冬季ゲー トボール大会 (1月 28日・総合体育館 )

優勝 :松田主将チーム 準優勝 :北口主将チーム

第 25回老人クラブスポーツ交流会 (2月 19日・総合体育館 )

男性の部 1位 :中川俊則 2位 :小貫勇 3位 :幅野進
4位 :中田充雄 5位 :桑原次郎

女性の部 1位 :槙沢テル 2位 :木村澄枝 3位 :笠丼静江
4位 :北山和子 5位 :福村京子

○各種申請に必要な顔写真撮影支援事業
マイナンバーカード等の各種申請をする 65歳以上の方を対象に、顔写真を無料で

撮影いたします。

○町内会が主体で行う葬祭協力事業
日頃から社会福祉協議会に深いご理解を賜り厚くお礼申し上げます。

蘭越町社会福祉協議会では、町内会が行つております葬儀のお手伝いいたします。

限られた職員での対応、また限られた0寺間での対応となりますが、社協賛助会員

力0入町内会に少しでも協力して参りたいと思います。

※蘭越町社会福祉協議会 57-5203までご連絡ください。

～令和 7年 度―般賛助金納入のお願い～
令禾□7年度の蘭越町社会福祉協議会一般賛助金の納入依頼を、4月 15日付けで行政協力員

さん宛てにお願いしております。 (1世帯 700円以上)

今年度も福祉事業の―層の推進をはかるため、町民皆様方の御協力を賜りますようお願い

申し上げます。

～特別賛助会員を募集 しています～

社会福祉協議会は、私たちが住む地域社会の中で抱えている様々な福祉問題を明らかにし

て、地域のみんなで考え、話し合い、協力して解決することを目的としています。

令禾□7年度の事業の充実を図るため、特別賛助会員を募集しておりますので、多くの町民

の皆様のご協力をお願いいたします。

〔特別賛助会員〕団体・個人 1□  3千円・5千円 01万円



第 146号 (9) らんこし社協だより

赤い羽根共同募金紙製募金箱のご協力お願いします
赤い羽根共同募金紙製募金箱が、 4月 15日以降行政協力員様から各ご家庭へお届けされる

予定となっております。

回収につきましては 11月 4日、行政協力員様

宅へ訪間を予定しておりますので、ご支援ご協力

をお願いいたします。

募金箱が台紙で届けられているご家庭は、組み

立ててご利用ください。組み立ててご利用いただ

いた募金箱につきましては、 10月 末日までに社

協・役場福祉係・役場各出張所へご持参いただき

たいと存じますので、ご支援ご協力をお願いいた

します。

※令和 6年度実績

募 金 額 449,067円

募金箱配付数 1,891箱

募金箱回収数 1,217箱

令和 6年度災害義援金の状況と受付について
蘭越町共同募金委員会では、被災された方々の支援を目的に義援金を受け付けています。

皆様からお寄せいただいた義援金は、北海道共同募金会を通じて中央募金募金会へ送金さ

れ、被災県に設置される配分委員会において配分額を決定し、被災者へ配分されます。

令和 7年 3月 31日現在までにお寄せいただきました義援金は以下の通りです。ご協力い

ただきました皆さまに心から厚く感謝申し上げます。

○令和 6年能登半島地震災害義援金
義援金総額 :341,071円

受付期間 :令和 7年 6月 30日 (月 )まで

○令和 6年能登豪雨災害義援金
義援金総額 :69,245円

受付期間 :令和 7年 12月 26日 (金)まで

○大船渡市赤崎町林野火災による災害義援金

義援金総額 :5,000円

1   受付期間 :令和 7年 6月
‐引き続き災害義援金の受付を行っており
しくお願いします6

【受付|お間‐い.合わせ先】 |

蘭越町共同募金委員会事務局

蘭越町蘭越町8番地2ふれあいプラザ21
‐       蘭越町社会福祉協議会内 575203

30日 (月 )まで

ますので、皆さまの温かいご支援をよろ



らんこし社協だより 第 146号 (10)

～こころの健康相談の実施について～

倶矢o安保健所では、こどもからお年寄りまで、

に応じています。

○こんなことありませんか ?
。やる気がでない

0眠れない

・いつも気分が落ち込む

・「死」について考えることが多くなつた

・大切な人を突然失い、悲しみでこころが

い⊃にズい

・急に涙が出てきたり、泣きたくなる

。人とうまく話せない

・物忘れが多くなり、心配

・学校や仕事に行けない、行こうとすると

体調が悪くなる

・お酒のせいで家庭生活や仕事がうまく

いかない

。家庭内暴力

・思春期の心と体についてのノ心配、不安

・不登校やひきこもりについての心配

・頭のけがや手術をしたあと、不安に

なつたり人とのつきあいがうまくいかない

など

お気軽に、ご相談ください。

なお、保健師による相談は、随時行つていますが、

ので、まずはお電話でご相談ください。

こころの健康について専門医や保健師が相談

軋こぼX標晨籍f日程辟

☆ こころの健康相談は予約制です。相談日の 3日前までにご連絡を
お願い致します。

☆ 都合により相談日時が変更|こなる場合がありますので、詳しくは

保健所までお問い合わせください。

【連絡先】 倶知安保健所 健康推進課 健康支援係
(=0136-23-1957)

専門医による相談は予約制になつています
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監
査

‐３
日
　
家
事
関
係
機
関
連
絡
協
議
会

（オ
ン
ラ
イ
ン
）

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

道
社
協
ヒ
ア
リ
ン
グ

（オ
ン
ラ
イ
ン
）

‐９
日
　
老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

２０
日
　
法
人
後
見
実
施
機
関
連
絡
会
議

（札
幌
市
）

２５
日
　
一二
和
地
区
地
域
福
祉
懇
談
会

成
年
後
見
制
度
研
修
会

（オ
ン
ラ
イ
ン
）

２７
日
　
大
谷
地
区
地
域
福
祉
懇
談
会

２８
日
　
全
道
市
町
村
老
連
会
長

・
事
務
局
長
会
議

（札
幌
市
）

３
月１
日
　

らヽ
ん
こ
し
東
地
区
福
祉
の
つ
ど
い
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蘭越町社会福祉協議会福祉推進員の
変更・追力□随時受付しています

各町内会に福祉推進員 1名の設置をお願いしております。

新年度を迎え、町内会で福祉推進員の交代がありましたらご連絡をお願いします。

最も身近な町内会に福祉推進員をおくことで、民生委員と連携強化をはかり、福祉情

報がいち早く社協や行政に届くと共に、福祉情報を発信できる体制の確保をはかるため

に、町内会に福祉推進員 1名の設置をお願いしております。

青い鳥郵便葉書の無償配付

日本郵便 (郵便局)では「青い鳥郵便葉書」を無償配布しています。
「青い鳥郵便葉書」は、青い鳥をデザインしたオ リジナリじ封筒に通常はがき 20枚 を |
封入したものです。

身体障がい者及び知的障がい者の福祉に対する国民の理解と認識をさらに深めること

を目的として社会貢献のための取り組みの―つとして継続しています。

〔お問い合わせ〕蘭越町内郵便局

〔期間〕4月 1日 から 6月 2日 まで

〔対象者〕身体障害者手帳 1級または 2級

矢0的障がい者療育手帳 Aまたは 1度もしくは 2度の表記がある方

高齢者の状況 (65歳以上 )

辮 熊 7466

響 螂 9798

翻 岬 峰

胎 嘲 40,91%

３
日
　
田
下
地
区
地
域
福
祉
懇
談
会

４
日
　
“
宅

策
定
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

社
協
正
副
会
長
会
議

５
日
　
蘭
越
富
岡
地
区
地
域
福
祉
懇
談
会

６
日
　
港
地
区
地
域
福
祉
懇
談
会

１０
日
　
日比
布
地
区
地
域
福
祉
懇
談
会

Ｈ
日
　
市
民
後
見
人
フ
オ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

貧

セ
コ
町
）

‐２
日
　
目
名
地
区
地
域
福
祉
懇
談
会

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
役
員
会

‐４
日
　
名
駒
地
区
地
域
福
祉
懇
談
会

母
子
寡
婦
会
役
員
会

・
紙
製
募
金
箱
作
成

‐８
日
　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
役
員
会

２０
日
　
第
４
回
定
時
理
事
会

２‐
日
　
除
雪

ヘ
ル
パ
ー
宅
お
礼
訪
問

２５
日
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

２８
日
　
第
２
回
臨
時
評
議
員
会

蘭越町社会福祉協議会職員の紹介

職 名 氏 名

事務局長 (再任用) 中 田 潤 ―

総務係長兼福祉係長 日 野 ― 也

総務係主査兼福祉係主査 佐々木 脩 太

事務職員 向 山 美 穂

高齢者生活支援員 畑 下  力

高齢者生活支援員 田 端 雅 彦

高齢者生活支援員兼
福祉有償運送運転手

淀 谷  融

高齢者生活支援員兼
福祉有償運送運転手

山 口 誠 治
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惧 勒 褪 鶉 辟 隕 脩褥 曹 饉纂 魃 聰黎 呻 鼈 饒 螂赳 鯰

社会福祉事業資金として、次の方から御寄附をいただきました。

対し、心から感謝申し上げます。

彦熙当紛骰輩

皆様のあたたかい善意に

|■ⅢI著||||||
11月 |■ 15日 蘭越町 西 河 幸 洋 様 香典返しの一部として

1月 2121日 字大谷 馬 場 富美子 様 香典返しの一部として

1月 12121目 昆布町 工 藤 光 子 様 香典返しの一部として

一日，３一月 蘭越町 五十嵐 年 和 様 香典返しの一部として

1月 31日 蘭越町
グラウンド 0ゴルフ愛好会 様 社会福祉資金として

■2月 2■ 1日 蘭越町 ゴヒ 川 慶 子 様 社会福祉資金として

2月 2111目 字共栄 田 村 文 俊 様 香典返しの一部として

3月 |171日 字黄金 木 村 恭 史 様 香典返しの一部として

3月■o,日 蘭 越 町 母 子 寡 婦 会 様 社会福祉資金として

(令和 7年 1月 11日～令和 7年 3月 31日 までの期間)

==:=ヽ
|

朝早<太陽が昇る前に融雪剤散布、とにか<炭だけに風向きが変わると真つ黒でどこの誰だかわ
からない人物、時間との闘いでもある。
次に苗床、田起こしと春の雪解けを急ぎ、羊蹄山を背に今年もブランド米「らんこし米」の豊作
を祈る。(蘭越町 丸山政義さん)

※撮影した写真を社協だよりおもいやりに掲載したい方がおりましたら、社協 日野までご連絡く
ださい。(電話 57-5203)


